
















　広報委員会の数ある活動の中で、最も力を入れているのは生徒会誌

『独創』の編集です。

　平成元年に創刊された本誌は、「模倣によらず、独自の理念で物事を

創り出す」という精神の下、これまで受け継がれてきました。中学生を

含む幅広い学年のメンバーが、撮影、デザイン、記事作成など、自らの

強みを生かして編集に携わり、7～8カ月かけて一冊を作り上げます。

編集作業には様々な困難も伴いますが、それを乗り越えて完成に至った

時にはとても感慨深いものがあります。

　先輩が守ってきた精神をこれからも受け継ぎ、より良い１冊をお届け

したいと思います。

　今の私が存在するのは成城のおかげだと胸を張って言えます。自学

自習の精神の下、大好きな先生方のサポートを受け、在学中は興味の

あった化学や生物の力を存分に伸ばすことができました。京都大学

理学部に進学、博士号取得後は米国・ウィスコンシン大学に留学し、

現在はドイツ・ベルリンにあるマックスプランク研究所で、気候変動

や食糧問題の解決に向けた植物の光合成研究に邁進しています。研究

者となった今でも、成城時代から継続している自学自習の姿勢は必要

不可欠なものです。生徒の積極性を尊重しサポートしてくれる環境を

最大限活用し、成城生がどんどんと世界へと羽ばたいていくことを

願っています。

僕の人生で最大のターニングポイントは高校２年生の時だ。当時、大学へ

の進路が見えないままボンヤリと友達と過ごす高校生活だった。進路指導

で文系か理系に分かれるということだが、行きたい先が見つからず悶々と

していた。子供の頃から絵を描くことが大好きで得意だったのだが、それと

大学受験が自分の中で結びついておらず、勝手に文系か理系のどちらかを

選ばなければならないと思い込んでいた。学年で一人だけ美術大学を受験

するという友人がおり、彼に相談すると、今まで全く思い浮かばなかった美

大受験という道が見えてきた。突然の希望の光！これからのことを想像す

るとワクワクした。それが人生最大の決断で、その日からクリエーターにな

る道を歩み始めた。高２の時に感じたそのテンションは、今も変わらない。

　サッカー部では礼儀を大事にしています。特に挨拶や返事をしっか

りおこなうことは僕たちが部活動に励む中で重視していて、その精神

は部活の内外でも意識しようと部員間で共有しています。学校の廊下

ですれ違う人にきちんと挨拶すること、何か指導やアドバイスをもらっ

た時にお礼を言うこと。こういった些細なことから、しっかり意識して

いこうと後輩に指導しています。サッカーの技術力向上はもちろんで

すが、学校生活においても挨拶や返事をきちんとすることが、チームの

強さにつながると考えています。成城の校訓「敬愛親和」や「自治自律」

にあたると考え、後輩にその精神を受け継いでいってほしいです。

成城の精神を引き継いでいってほしい

より良い１冊を届けたい 切磋琢磨できる仲間 世界へ広がる自学自習の精神 人生最大のターニングポイント
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牧野：僕は最初、成績でクラスの友達に負けたのが悔しくて、必死に勉

強しました。今も良きライバルとして競い合っています。部活では、先

輩や先生が優しく教えてくれて、すごくやる気が出ます。試合で「成城

の剣道部はすごく強いなあ」とほかの学校にも言われるほど、強くなり

たいです。

井上：成城中学校はのんびりとした校風の中で、勉強も部活も両立でき

る学校です。部活を頑張りつつ、家でしっかり勉強もして楽しい学校生

活を送っています。剣道は礼儀を重んじるスポーツなので、部活以外の

時も挨拶などを心がけています。

【 Q：どんな成城生活を送っていますか？ 】 【 Q：成城生活はどのようにいきていますか？ 】
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　青春のほとんどを吹奏楽部の活動に捧げてきました。いよいよ最高学

年になるという時にコロナ禍となり、思い描いていたような活動ができな

くなってしまいました。何度も無力感や虚無感におそわれましたが、その

たびに支えてくれたのは心優しい先生方や気の置けない仲間たちでした。

学校というのは小さな社会のようなものだと思います。いろいろな価値観

を持つ人がいる中で、互いにぶつかり合うこともありましたが、協力して

困難な状況を乗りこえることができました。中高６年間を成城という小さ

な社会で過ごすことができて良かったと僕は思います。

　大学では文化学について学ぼうと思っています。ものの見方や考え方を

より深く学び、成城の卒業生の名に恥じない大人になり、新たな社会に飛

び込んでいきたいです。

小さな社会に生きて
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夢中になれるもの

　「自分を見つける」これができるのが成城の魅力であると思います。グ

ローバル研修では多種多様な文化の人々との触れ合いの中で、己を見つめ

直すことができます。それは本当の自分を発見して、夢中になれるものを

見つける足がかりになることでしょう。

　成城は自分が望み追い求めれば、どこまでもそれに応えてくれる場所で

す。本気で打ち込めるものを見つけるのは、簡単なことではないかもしれ

ません。しかし、そんな時は自分の周りを見渡してみてください。ここに

はあなたを刺激してくれるものがたくさんあります。その中にはあなたが

夢中になれるものがきっと眠っているはずです。生徒一同、皆さんのご入

学を心よりお待ちしております。

　在学中は、自学自習の習慣を身につけ、自分の興味がある分野についてと

ことん追究しました。また、吹奏楽部での活動にも熱心に取り組み、学業と

部活動の両立を実現すべく日々を過ごしていました。現在は、東京大学で医

療統計について学んでいます。臨床研究の実務能力を養い、倫理観を有す

る生物統計家として活躍できるように、毎日研究活動に勤しんでいます。

　成城は、自分のやりたいことができる環境を備えた学校だと思います。生

徒の熱い夢、希望に対して先生方は真正面から応えてくれます。成城での生

活を通じて、皆さんぜひ何事に対してもしっかり考え抜く習慣を身につけ

てください。その習慣によって、自分に自信が持て、答えのない問題に対し

ても粘り強く柔軟に対応できる知性が築き上げられるはずです。

やりたいことを全力でできる環境
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知

仁 勇

自学自習　質実剛健

敬愛親和　自治自律

校　訓 「成城」の由来

校章「三光星」

校名の「成城」は中国の古典『詩経』大雅編にある「哲夫成城」
からとったもの。哲夫とは知徳のすぐれた男子。成城の城は
国を指し、国を成すの意。したがって本校の建学の精神は、知
徳のすぐれた男子を育て、国家・社会に貢献する人材を輩出
することである。明治18（1885）年に日高藤吉郎によって創立
された本校は、平成27（2015）年１月15日に130周年を迎えた。

◎ 牛込と成城

「三光星」の意味するところは

儒教において

基本的な三つの徳とされる

「知・仁・勇」である。

中国の古典『中庸』の「知・仁・勇の三者は達徳なり」より。

　文武両道主義の下、高い人間力とやり抜く力を備えた生徒の
育成を目指します。本校は、中高完全一貫校である利点を生か
し、変化する社会状況や、大学入試改革に対応したカリキュラ
ム編成を構築するとともに、脈々と受け継がれる理念を基に、
ここ数年で大きく変化した教育のICT化やグローバル化にも
対応していきます。
　この時代に社会で様々な人と協働していくためには、様々な
手段を用いて自分を表現することが求められます。6年一貫教
育の中、中学生から表現力を育むカリキュラムにより、自分の

内面に向き合うことで、自治自律の精神を育成していきます。
そして、様々な人とのかかわりの入口となるグローバル教育に
おいては、本校が全国に先駆けて始めた「エンパワーメント・
プログラム」をはじめ、「オーストラリア・グローバルリーダー
研修」「台湾・グローバルリーダー研修」を継続するとともに、
内容の充実を図ってまいりたいと考えております。
　文武両道の伝統ある男子校で、夢中になれることを見つけ
て、それを探究し続けていける男子を求めています。

創立以来「社会に有為な人材を育成する」という建学の精神が受け継がれてまいりました。

成城が目指す生徒像は、校章「三光星」が象徴している「知・仁・勇」を備えた男子リーダーです。

知  深い読みのできること 　仁  相手の立場に立って考えられること 　勇  勇気をもって決断できること

成城中学校・成城高等学校　校長

岩本 正

伝統を礎に、さらなる革新へ

通学にも使われていた都電13系統

　本校が立つ「牛込」は新宿区の地域名のひとつ。旧東京市牛込区の範囲を指します。神楽坂や
早稲田も牛込に該当し、江戸時代は多くの武家屋敷が軒を連ねる山の手の住宅街でした。
　1885年に中央区築地に創立された本校がこの地に移転してきたのは1891年のこと。上皇陛下
の外祖父にあたる久邇宮邦彦王が本校に入学されたことをきっかけに、宮内省（現在の宮内庁）
から牛込原町の地（現在の校地）を下

か し

賜されました。
　牛込には台地が多く、台地の上にある本校の標高は30mあまりです。この土地は関東ローム
層の強固な地盤でできており、関東大震災に見舞われた際にも、本校の建物にはほとんど影響
がなかったと記録が残っています。
　また、牛込は夏目漱石などの多くの文豪に愛された土地でもありました。本校の近くにある
「夏目坂」は、夏目漱石の生家がこの坂の途中にあったことから名づけられました。漱石自身の
随筆である「硝子戸の中」においても、この坂の名前の由来が語られる一節があります。
　1913年頃～1970年にかけ、本校近くの大久保通りに都電角筈線（都電13系統）という路面電
車が走っていました。最盛期には、新宿から本校・飯田橋・御茶ノ水・秋葉原・人形町を通り水
天宮前までを結んでいましたので、本校の生徒もこの都電を利用し、通称「13番」と呼ばれ親し
まれていました。
　1891年に本校がこの地に根付いて教育に励むようになって、130年もの月日が流れています。
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